
第四次（H28～R7年度） 第三次（H18～H27年度） 第二次（H8～H17年度） 第一次(S58～H7年度）

将来都市像
人がつながり、魅力があふれ、
だれもが住み続けたいまち　川越

ひと、まち、未来、みんなでつくる
いきいき川越

自然と歴史を生かし、市民がいきいきと、
新しい暮らしを創造するまち

明るい未来をつくる緑豊かな
国際性のある文化都市

【参考】過去の基本構想の理念、将来都市像

市民憲章

　先人の輝かしいあゆみにより、すばらしい歴史的遺産をもつ川越。わたくしたちは、このまちに生きることに誇りをもって、さらに住みよい魅力あふれるまちづくりを進めていくことを誓い、ここに市民憲章を定めま
す。

　１ 郷土の伝統をたいせつにし、平和で文化の香りたかいまちにします。
　１ 自然を愛し、清潔な環境を保ち、美しいうるおいのあるまちにします。
　１ きまりを守り、みんなで助けあう明るいまちにします。
　１ 働くことに生きがいと喜びを感じ、健康でしあわせなまちにします。
　１ 教養をふかめ、心ゆたかな市民として、活力にみちたまちにします。

基本理念

人と人とのつながりから広がるまちづくり
　さまざまな主体との協働を進めるとともに、人と人、
人と地域などの連携や協力によって、結びつきを広げな
がら、みんなでまちをつくります。

魅力を高め、活力を生み出すまちづくり
　先人から受け継いだ歴史や文化、豊かな自然を大切に
しながら、新たな価値を創造し、訪れたい、しごとをし
たい、住み続けたいまちをつくります。

持続可能なまちづくり
　人口減少や少子高齢化、社会資本の老朽化、環境問題
などに対応しながら、未来に向けて、平和で安全に、安
心して過ごせるまちをつくります。

市民と行政の協働によるまちづくり
　市民、民間団体、事業者、行政が、互いに認め合い、
ともに知恵と力を出し合い、みんなでまちをつくりま
す。

ふれあい、支え合いの安全・安心なまちづくり
　一人ひとりの人権を尊重するとともに、コミュニティ
の大切さに改めて目を向け、地域で助け合い、支え合う
ことにより、人と人とのふれあいやかかわりを感じなが
ら、安心して平和に暮らせるまちをつくります。

歴史・文化を生かしたまちづくり
　先人から受け継いだ歴史と文化を生かし、新たな価値
を創造するまちをつくります。

人と環境にやさしいまちづくり
　水と緑が豊かで、持続可能な社会を築く、人と環境に
やさしいまちをつくります。

活力に満ちた魅力あふれるまちづくり
　経済活動が盛んで人が集う、多くの人が「何度も川越
を訪れたい」「川越に住み続けたい」と思えるような、
活力に満ちた魅力あふれるまちをつくります。

一人ひとりの市民が尊重され、平等・公平で平和なま
ちをめざします。
　多様な価値観をもった市民が、一人ひとり尊重され、
また、助け合いの中で、平等で公平に、一人ひとりの個
性がひかり、心穏やかで平和に暮らせるまちをめざしま
す。

心も生活も豊かで健康に暮らせるまちをめざします。
　市民の一人ひとりが、教養を深め、心豊かに健康で活
力に満ちた生活が送れるまちをつくります。

川越のまちと自然を愛し、歴史と伝統を大切にするま
ちをめざします。
　郷土の伝統と自然を大切にに、文化の香りたかい本市
の風土を継承できるまちをつくります。

広い視野に立ち、川越の新しい価値を創造するまちを
めざします。
　多様化する社会の動向を把握し、広い視野に立った首
都圏の新しい核となるまちを創造します。

市民と行政とが、協働するまちをめざします。
　生きることの楽しさを求め、自主と連帯によって市民
の一人ひとりがまちづくりに積極的に参加、協力し合え
るまちをつくります。

歴史を踏まえ、地域の潜在力を生かした都市・地域づ
くり
　激しい経済・社会の変化に対応しつつ、個性と魅力に
あふれた川越市を実現するためには、本市の有する有
形・無形の発展力を生かした創造的まちづくりを進める
必要がある。先人たちが営々として築き上げてきた川越
の歴史は、単に産業や文化的な価値を有するだけではな
い。それは市民の「連帯」を培い、郷土意識を醸成する
という重要な役割を担っている。
　本市のこれからの都市・地域づくりにおいても、この
ような地域共同体の意識を積極的に汲み上げ、豊かな緑
と水、今に残る蔵造りの町並み、かつて広域に展開され
た経済力等を地域の発展力として、個性と魅力にあふれ
たまちづくりを進めることをその理念とする。

豊かで生き生きとした市民生活を願った都市・地域づ
くり
　都市・地域づくりの最終目標は、市民一人ひとりが自
然の恵みを受け、文化的豊かさの中で、安心して生きが
いのある一生を送ることができる、豊かな地域社会の実
現にある。そのためには、都市基盤、教育、文化、産業
等のあらゆる施策が総合的、計画的に、しかもきめ細か
く行われなければならない。この構想は、市民一人ひと
りのしあわせを願ったまちづくりを進めることをその基
本理念とする。

連帯の輪で実現する都市・地域づくり
　都市は、市民、各種団体、市をはじめとする行政機関
等多くの主体により長い時間をかけてつくられてきた。
現在の都市・地域における諸問題は、各々の地域におけ
る特殊性や地域住民の意思を無視しては解決できなく
なっている。
　この構想は、川越市のまちづくりをこのような視点に
立って、多くの人々の連帯の輪を強め、自主的・創造
的、都市・地域づくりを進めることをその基本理念とす
る。
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